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外科 領域 にお け るT-1220の 使用経 験
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T-1220は 富山化学工業(株)綜合研究所で開発された β-

ラクタム系の新抗生物質である。本物質 はAmpici11in

のamino基 に4-ethy1-2, 3-dioxopiperazinylcarbonyl

基 を導入 した もののNa塩 であり,C23H26O7N5SNaの

分子式を有する白色の結晶性粉末である。本剤はすでに

グラム陰性および陽性の各種細菌に対 して,広 範囲の抗

菌スペクトルを有することが知 られてお り,消 化管では

ほとんど吸収きれないで,皮 下,筋 注または静注によっ

て速やかに吸収される1)。われわれは外科領域の手術症

例に関して,本 剤の静注法による臨床使用成績について

検討を加えたので報告する。

I. 対 象と投与方法

外科的療法を施行 した15症 例に対して,大 部分は術後

の感染予防の目的で,一 部は外科的感染症の治療を行な

うためにT-1220を 使用した(Table1,2)。 年 齢は32歳

か ら70歳 の成人であり,男7例,女8例 である。術後感

染予防群は12例 であり,対 象疾患は食道癌,胃 十二指腸

潰瘍,乳 癌,肺 癌,ノ イリノーマなど各1例 と,胃 癌4

例,結 節性甲状腺腫3例 などである。施行手術は,開 腹

術6例 のうち胃切除術が4例,胃 痩造設術と食道内挿管

術が1例 宛であるほか,甲 状腺腫瘤核出術3例,乳 癌拡

大根治術,前 斜解筋 リンパ節生検,腫 瘤摘出術などが各

1例 である。外科的感染症の3例 は,胆 石症2例,肺 真

菌性の術後膿胸1例 であって,前 者には胆嚢摘出術を行

ない,う ち1例 に総胆管切開術を併用し,後 者は胸腔内

ドレナージを施行したものである。

T-1220の 投与方法は,大 部分が1日29×2,2例 に

29×1のone shot静 注法であ り,原 則として術直後か

Table 1 Clinical results of surgical cases treated by T-1220

Table 2 Clinical results of surgical infections treated by T-1220
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ら投与を開始した。体重当 り1日 投与量は,1日49で

60～100mg/kg,平 均81.4mgで,投 与期間は5～16日

間にわた り,平 均8.7日 間である。総投与量は10～54g

で平均33.3gで あ る。

II. 治療効果の判定

治療効果の判定にあたっては,発 熱,白 血球数および

局所所見を指標に選び,症 例によっては細菌検査成績を

加えた。対象は手術症例であり,術 後72時 間以内の指標

の変動は,主 に手術や麻酔の影響に基づ くものであると

みなして,術 後72時 間以降の経過で治療効果 を判定し

た。判定基準は,術 後感染予防群では,1)上 記 の指標の

すべてが本剤投与開始後72時 間以降には正常範 囲を維

持した ものを有効 とし,2)投 薬開始後72時 間以降に指

標のいずれかに異常を認めて も,す べての指標が投薬終

了時までに正常に復したものをやや有効 として,3)指

標のいずれかが投与終了までに正常化 しなかった ものは

無効 と判定した。外科的感染症群では予防群に準じて治

療の効果を判断した。なお血液一般検査は,原 則 として

投与期間の長 さに応 じて,投 与前,終 了後と投与後3,

5,7,10日 目などに測定した。

III. 臨 床 成 績

術後感染予防群では,術 後より症例に応 じて,本剤の投

与期間は5～12日 間 としてその治療効果を判定した。12

症 例中有効9例,や や有効2例,無 効1例 である(Table

1)。 有効例においては,4例 に術後72時 間以内に一過性

に37.5℃ 以上の発熱をみたが,い ずれも72時 間以降に

は下熱した。術後に白血球増多をきたした ものはなく,

手 術部位に炎症ないし感染を疑わせる所見は認めなかっ

た(Fig.1)。

やや有効例は胃癌の胃切除の2例 であり,術 後3日 目

に白血球数が10,000を 越 えた以外に指標の値 に異常は

なかった(Fig.2)。 無効の1例 は,試 験開腹に終わった

進行胃癌例であり,体 温,局 所所見に著変をみないが,

好中球増多を伴 う白血球増多が持続したもので,抗 生剤

は本剤よ り他剤にきりかえた症例で ある。外科 的感染

症群の3例 は,総 胆管結石症 と術後膿胸の各1例 が有効

であり,胆 嚢結石症の1例 が無効 と判定された(Table

2)。 総胆管結石症は間敏期手術例で術前に1日2g,5

日間,術 後には1日4g,11日 間本剤投与を行なった有

効例である。膿胸例は右上中葉切除術施行後に右上肺野

に限局性膿瘍を併発 して,胸 腔内 ドレナージの上,セ フ

ァレキシン,コ リスチン,カ ネン ドマイシン,ゲ ンタマ

イシンなどを併用 した。しかし発熱,白 血球増多はなか

ったが,局 所より排膿が持続せるため,本 剤の単独使用

に変更した ところ,膿 汁排泄は減少して使用後5日 目に

は ドレナージを中止しえ,以 後の経過は良好である。他

方,胆 嚢結石の1例 は,術 前に好中球増多を伴う白血球

増多があり,胆 嚢摘出術術後に1日4g,7日 間の本剤投

与にもかかわらず,発 熱,白 血球増多が持続 したので,

本剤の使用を断念して他剤に変 えて症状の寛解をみた も

ので,無 効例と判定した(Fig.3)。 なお,3例 の検出菌

と薬剤耐性検査成績はTable 3の ごとくである。

感染予防群の12例 では,T-1220の 有 効率75%,や や

有効率16.7%,無 効率8.3%で あ り,感染症群の3例 は,

有効率66.7%,無 効率33.3%に あた り,全 体として有

効率は73.3%,や や有効率13.3%,無 効率13.3%を 示

した。本剤は,わ れわれの使用経験では,手 術症例の感

染予防の目的に使用して,充 分な治療効果を期待できる

薬剤であ り,感 染症に対しても,症 例を選んで用いれば

卓効のえられるものと考 えられる。

Fig. 1 Gastroduodenal ulcer 47yrs. M.(Good case)

Fig. 2 Gastric cancer 63yrs. F. (Fair case)

Fig. 3 Cholelithiasis 60yrs. M. (Poor case)
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Table 3 Susceptibility of isolated microorganisms to various antibiotics

Table 4 Laboratory findings
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IV. 副 作 用

本剤の投与はone shot静 注法で行ない,注 射時間は

5分 間と定めたが,静 注時および直後には特記すべ き愁

訴や他覚的所見は認めていない。皮膚症状 として投与終

了後に発疹をみた ものが1例 ある。すなわ ち症 例10の

36歳 女性では,本 剤投与終了後2日 目に,頸 部に初発し

て躯幹,四 肢に拡がった粟粒大赤色発疹をみたが,4日

後にはほぼ自然消槌した。

本剤の使用による臨床検査成績への影響を検討するた

めに,血 液一般検査,尿 検査,血 沈,肝 機能検査,BUN,

血 清電解質検査などを併せ行なったが,そ の主な成績は

Table 4の ご とくである。血液一般検査では赤血球数,

血色素量,ヘ マ トクリッ ト,白 血球数,血 小板数などに

は特記すべき異常所見はなかったが,好 酸球増多症が一

過性に2例 にみられた。すなわち1例 は術後膿胸で好酸

球が投与前の1%か ら5日 目に9%,15日 目7%に 上昇

し,他 は結節性甲状腺腫の投与前4%が5日 目6%,7日

目9%と 上昇した。これらの好酸球の増加 と本剤投与と

の関連性については明確にしがたい。肝機能検査はGO

T, GPT, Al-Pase,血 清 ビリルビン値などを測定した。

このうち トランスアミナーゼにのみ異常高値を示す もの

が3例 あった。Fig.4の ごとく症例6,9の2例 は投与後

3日 目または5日 目に最高値を呈してまもなく正常に復

したが,症 例2は 試験開腹にとどまった進行胃癌で,高

値を維持したが,ま もなく悪液質にて死亡したものであ

る。症例6,9のGOT, GPTの 変動は一過性であり,麻

酔,手 術などの侵襲によるものであろうと考 えられ,症

例2は 原疾患の影響が推察され,い ずれ も本剤使用によ

る副作用 とは考 えがたい。検尿,BUN,血 清電解質など

には特記すべ き異常所見はなかった。

われわれのT-1220の 使用経験では,静 注法において

早期および晩期に憂慮すべき副作用の出現をみた ものは

なかった。自覚症状 として痰痒感 を伴 う発疹 が1例,

臨床検査で好酸球増多症が2例,GOT, GPTの 異 常高

値を示す ものを3例 に認めたが,い ずれ も加療の必要は

なかった。

総 括

1) 外科的療法を施行した15症 例に関して,術 後感

染予防あるいは感染症の治療の目的で本剤を静注法で1

日2～4g投 与 した。術後感染予防群の12例 では,有 効

9例,や や有効2例,無 効1例 であり,外 科的感染症3

例 は有効2例,無 効1例 であ り,有 効率73.3%,や や有

効率および無効率はおのおの13.3%で ある。

2) 本剤使用による副作用では,憂 慮すべ き自覚的,

他覚的症状は全 く認めず,一 過性の発疹1例 と血清 トラ

ンスア ミナーゼ値の上昇が3例 にみられたが,い ずれ も

加療の必要はなかった。
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Intravenous administration of T-1220 was made for 15 patients
, including 3 infected 

lesions, with  daily dose of 2 to 4 g for 5 to 16 successive days after the surgery . 
Response was good in 11 cases, who had partial gastrectomy , radical mastectomy, 

excision of thyroid tumor and some others , and was fair in 2 cases who underwent 
partial gastrectomy. In remaining 2 patients received laparotomy, the therapeutic effect 
was not observed. Thus the effective rate was evaluated as 73.3%. General eruption, 
being considered to be a side effect of the drug , appeared in only one case among these 
15 subjects.

Fig. 4 SGOT and SGPT level in case 2,6,9


